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スピーカー紹介

富士ソフト株式会社 庄司 拓真
2018年度入社。ファストシステムソリューショングループ所属。
お客様先で、ID管理WFシステムなどの様々なNotesDBの保守を担当。

富士ソフト株式会社 五十嵐 加織
2019年度入社。ファストシステムソリューショングループ所属。
お客様先へ出向し、業務アプリ系保守やNotesのDBの作成やNotes更改支援を担当。

富士ソフト株式会社 川越 健太
2019年度入社。ファストシステムソリューショングループ所属。
お客様先へ出向し、業務系経理システムの運用保守を担当。

プロフィール



ザ・ノーツ研究会について

目的
HCL Notes/Domino の新機能などの検証を行いながら
より効果的な活用方法について研究をする。

活動の様子

 2022年度は、14社 22名が参加
 HCL 様より最新情報を提供してもらいながら、V12.0.2の検証を実施

3チームに分かれてAWSの検証環境を活用し、ハンズオンを中心に研究
を実施

活動内容



回 日程 内容
第1回 4月26日（火） キックオフミーティング（年間計画、メンバー自己紹介など）
第2回 5月24日（火） リーダーと活動内容の方針決め （ブレークアウトセッション）
第3回 6月28日（火） HCL Notes/Domino V12 新機能、β版評価（ブレークアウトセッション）
第4回 7月19日（火） HCL Notes/Domino V12 新機能、β版評価（ブレークアウトセッション）
第5回 8月23日（火） HCL Notes/Domino V12 新機能、β版評価（ブレークアウトセッション）
第6回 9月27日（火） HCL Notes/Domino V12 新機能、β版評価（ブレークアウトセッション）
第7回 11月29日（火） HCL Notes/Domino V12.0.2 （正式版）評価、FESTA 2023 発表準備
第8回 12月20日（火） HCL Notes/Domino V12.0.2 （正式版）評価、FESTA 2023 発表準備

ザ・ノーツ研究会 活動

2022年度 活動履歴



発表内容

Notesクライアント V12.0.2 UI変更点

リスタイル機能検証

バックアップとリストア機能検証

メール添付ファイルのウイルススキャン
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12.0.2 12.0.1

 レプリカ選択ボタン(▼)、DBアイコンの黒枠線、DBアイコン間隔に違い。
 Notes.iniに下記を設定すれば、12.0.1UIに変更が可能。

EnableV1202WorkspaceLook=0

Notesクライアント V12.0.2 UI変更点 ①
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DBアイコン余白の透過

ワークスペースのプロパティからDBアイコン余白部分の透過率を設定可能

透過率100% 透過率0%

ワークスペースの文字設定

ワークスペース上のテキストカラーとBoldが設定可能。

通常 Bold 赤字

※画像は12.0.2 Early Access Sep EAP5

Notesクライアント V12.0.2 UI変更点 ②

WorkSpaceTextColor=<R>,<G>,<B>,Bold
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背景の種類

2.Default

3.Dark(新規)

4.Image(新規)

5.Choose

任意の画像を選択可能。

※画像は12.0.2 Early Access Sep EAP5

1.None

Notesクライアント V12.0.2 UI変更点 ③
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NomadWeb

機能を利用するにはIDボールドとSSL証明書が必要。

Notesクライアント

V12.0.2以降であれば、クライアント上で利用可能。設定は不要。

DBアイコンを右クリック＞アプリケーション＞

リスタイルを選択。

確認メッセージ[はい]押下で実行。

リスタイル機能検証 ①

利用環境

実行方法



© 2023 Notes Consortium

テーマの選択

リスタイル機能検証 ②

設定方法
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マッピングの確認

リスタイル機能検証 ③
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リスタイル機能検証 ④

設定の確認
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実行結果

リスタイル機能検証 実行結果

 Before  After



HCL Domino 12.0.2検証

フルバックアップについて

• フルバックアップのサーバータスクコマンドを実行
load backup

• サンプルとして、メールデータベースに
ドラフト文書を作成

• サーバー上のNotesデータベースを
まとめて取得できる
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仮説

検証内容

実行結果

• サーバーのnsf,ntf,boxファイルが一括で
バックアップされることを確認

• フルバックアップしたDBとサーバー上DBを
比較の結果、 ディスクサイズや更新日時に
変化がないことを確認



HCL Domino 12.0.2検証

増分バックアップについて

• 差分の文書だけでなく、全文書について
バックアップされることを確認

• 差分が発生したDBのみがバックアップ
されることを確認
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仮説

検証内容

実行結果

• 増分バックアップのサーバータスクコマンドを実行
load backup -i

• フルバックアップの検証後、
サンプルとして、メールデータベースに
ドラフト文書を追加

• 前回バックアップ時との差分内容を
文書単位で取得できる



HCL Domino 12.0.2検証

リストアについて

仮説

• リストア対象のNotesデータベースにある文書が、
リストア先のNotesデータベースに復元される

① サンプルとして、メールデータベースについて、
増分バックアップの検証にて取得した
バックアップからのリストアを実行
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検証内容

② リストア先に既にデータベースが存在する状態で、
再度、増分バックアップからのリストアを実行

① Path name ：リストアするNotesデータベースのパス
② Restore path ：リストア先のファイルパス
③ Selected backup ：リストア元となる対象のバックアップ



HCL Domino 12.0.2検証

リストアについて

実行結果

①リストア先のファイルパスに対象DBのバックアップ
した時点での全文書が格納されていることを確認

② リストア先のファイルパスに、既にDBが存在する
とリストアできずエラーとなることを確認

Error target database already exists

© 2023 Notes Consortium



HCL Domino 12.0.2検証

メール添付ファイルのウイルススキャン

添付ファイルのスキャン方法

・ICAPサーバー用のポートを開ける必要がある
・ICAPサーバーに送信するため通信がかかる

・強固なメールセキュリティにより、
ウイルスのない環境を維持することができる

・ICAP対応のウイルス検知ソフトがあれば使用できる
→DOMINO対応でなくても可

・DOMINOサーバー内にインストール不要
→DOMINOの運用と切り離して管理することができる
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HCL Domino 12.0.2検証 β版

メール添付ファイルのウイルススキャン(cscancfg.nsf) メールスキャンタスクの実行サーバー設定
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HCL Domino 12.0.2検証 β版

メール添付ファイルのウイルススキャン(cscanlog.nsf, cscanquarantine.nsf)

ウイルス検知後の隔離された添付ファイルと受信メール
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HCL Domino 12.0.2検証 Drop2

メール添付ファイルのウイルススキャン

→ ウイルス対策ベンダーが提供しているICAPサーバーの設定がされていないため

検証不可
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【今後の研究会】
HCL社が他製品との連携を強化する方針であれば、製品間連携を研究する環境を
どのように実現するか検討する余地がある。



ザ・ノーツ研究会
ご清聴ありがとうございました！




